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alo 十月⑦北天
十月　の　北天
　今g地上も天空も塗盤旦秋景色になって了って，日没後の空にぱ天馬
ペガスが天頂に迫って來てるる・釧可時に，東からitアンドロメ，ペルセ，
カシオペア等が全男を現i工し，ζぢらも亦E躯な現ばす・ζぢら座の中の不
思議な星「ミラ」に九月末か十月初頃に最大光輝εなろのであるから，今見逃
してばならない時機である・
　北極星ば依然定してみるが，北斗七・星ば今最も低く地下に浪して，北天（t
淋しい・しかし西天にぱ㈲ほ高く牽：牛p織女，白鳥座の魏々が輝epき，ヘ
ルクレス，へびつかひ纏も宥のうち［t未だ見えて，夏の名残な留めてみる・
　金星｛）土星力稀見界から去って・　宥q）黄道ば寂しいカS，　只，　木星7ごけ｛工V、つ
玉．の通りの賑Pかな一族た引きつit7：ま・，高く東の天に輝Pいてるるt
十　月　の　南　天 411
1鱈・喉リイ1　　ノ／1 ’ノ／tf〃’　t　1．、・Vf　i，．　illi　t　l F
　　　　　　　　　　　　十　月　の　南　天
　太陽に月の牛ば過ぎまで天秤宮にあるが，24日目らば天心宮1：入る，星座
は月．初から永くおとめ座であるが，月末30日から《んびん座に入ろ・太陽の
自韓軸に一｛魏に北極が東へ著しく傾くが，株に11日にば北極の位置角X26。
25’iこ達する。
　月ii　　　4日午前11時2分が上弦，　　　11日午前6時15分が満月
　　　　　　17日午後11時32分が下弦，　　　26日午雨0時37分がi新月
tなり，又，1玉日の正午にぽ近地黒占，25日の早朝にii遽地黙な通過すろ・6
日の夜に矧工鱒ぎ座のγ星pg星た掩ふが，司れ賦肉眼でlt見えない・
　宵の遊星界ば木星の濁り天下であって，其の形ち，其の表面の諸種の模檬，
殊に所謂「赤馬」（Red　Spot）it近年著しく見えろやうになって來7こ口木星の四
つの扁星の陰顯も亦好い景色である・一但し之等ば皆望遠鏡な要す・
　水星ぱ18日に太陽の東方の最大離角25。に達し，西天で暫く見ものである
が，赤緯が低いので，北宇球の地では見にくいだらう，
　火星ば21日太陽t合になり，槻望紹望，地球からi：99000000里・
　金星ぱ早曉の東天に輝やいて，17日には最た光輝（一4等級）に達すろ・此
頃，日霊でも見fiる筈・
　天王星ば木星の東北で，春分黙附近にあるから，見易い揚所であるが・之
れにば優れナこ覗国書古賀蝋引tが入用である・
　海王星は今しお座にあるが，26日にば其の座の首星Regulus亡僅々2’以内
に接近するgeうに見えるから，一寸，珍景である．亭生託の星ば見つけにく
いのであるから，此の櫻逸すべからS“1！！一倶し，朝ね坊lt禁物・
